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 要  旨 
 研究の目的 
























   (2).歯すじ誤差形状は，歯面強度に大きな影響を与える．従って，歯車は
歯形誤差形状だけではなく，歯すじ誤差形状（クラウニング）の管理
も重要である． 
   (3).バイアスアウト修整歯車のSN曲線の傾きは，標準インボリュートの場
合と一致しない．また，バイアスアウト修整歯車の比摩耗量は標準イ
ンボリュート歯車の場合より低い． 
   (4).バイアスアウト修整において，二硫化モリブデン処理は歯面強度を若
干向上させる．しかし，二硫化モリブデン処理の摩耗特性は研削のみ
の場合より悪い． 
   (5).はすば歯車は歯幅の影響が大きいので，歯幅を変えて試験を行う必要
がある． 
 
